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桜
花
爛
漫
の
候
、
皆
さ
ま
方

に
は
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
き
ま
し
て
は
、
感
染
者
数
が
減
少

し
て
お
り
、
５
月
８
日
に
は
感
染
症

法
上
の
位
置
づ
け
が
現
在
の
２
類
か

ら
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
マ
ス
ク

の
着
用
に
つ
い
て
も
自
主
性
に
任
せ

る
政
府
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

政
府
は
、
昨
年
６
月
に
閣
議
決
定

し
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基

本
方
針
２
０
２
２
」
に
お
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
国
際

秩
序
を
揺
る
が
す
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
、
権
威
主
義
国
家
に
よ
る

民
主
主
義
・
自
由
主
義
へ
の
挑
戦
、

気
候
変
動
問
題
な
ど
の
我
が
国
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
と
と
も
に
、
国

内
で
は
、
輸
入
資
源
価
格
高
騰
に
よ

る
海
外
へ
の
所
得
流
出
、
コ
ロ
ナ
渦

で
さ
ら
に
進
む
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
、
潜
在
成
長
率
の
停
滞
、
災
害

の
頻
発
化
・
激げ

き
じ
ん甚

化
な
ど
の
難
局
が

同
時
に
か
つ
複
合
的
に
押
し
寄
せ
て

く
る
中
、
持
続
的
な
経
済
成
長
を
期

す
る
「
新
し
い
資
本
主
義｣

に
向
け

た
改
革
と
し
て
、｢

人
、
科
学
技
術・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
、
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン(

Ｇ
Ｘ)

、
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン(

Ｄ

Ｘ)

」
の
５
分
野
に
つ
い
て
、
計
画

的
で
大
胆
な
重
点
投
資
を
官
民
連
携

で
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度
の

予
算
要
求
に
当
た
っ
て
の
基
本
方
針

と
し
て
は
、
年
金
・
医
療
な
ど
の
社

会
保
障
費
は
自
然
増
額
分
の
確
保
、

地
方
交
付
税
交
付
金
な
ど
は｢

新
経

済
・
財
政
再
生
計
画
」
と
の
整
合
性

に
留
意
し
、
義
務
的
経
費
に
つ
い
て

は
前
年
度
予
算
の
範
囲
内
、
そ
の
他

の
経
費
に
つ
い
て
は
前
年
度
当
初
予

算
の
90
％
以
内
の
額
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
熊
本
県
に
お
い
て
は
、
平

成
28
年
熊
本
地
震
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
、
令
和
２
年
７
月
豪

雨
災
害
の
３
つ
の
課
題
へ
の
取
り
組

み
を
最
優
先
と
し
て
き
た
一
方
で
、

中
期
的
な
財
政
収
支
の
試
算
に
よ
る

と
、
県
債
残
高
の
増
加
や
実
質
公
債

費
率
の
上
昇
な
ど
、
中
長
期
的
な
財

政
状
況
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て

は
、
真
に
必
要
な
事
業
へ
の
選
択
と

集
中
を
徹
底
し
、
将
来
負
担
を
考
慮

す
る
観
点
か
ら
３
つ
の
課
題
へ
の
対

応
を
最
優
先
と
し
、
そ
の
他
の
事
業

に
つ
い
て
は
必
要
性
や
緊
急
性
を
精

査
し
、
一
般
行
政
経
費
や
投
資
的
経

費
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
要
求

額
の
上
限
を
設
定
の
う
え
、
歳
入
歳

出
の
見
直
し
を
徹
底
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

さ
て
、
本
町
の
令
和
３
年
度
一
般

会
計
決
算
に
よ
る
実
質
収
支
は
６
億

７
０
６
７
万
９
千
円
、
繰
越
金
や
積

立
金
取
り
崩
し
額
を
含
め
た
実
質
単

年
度
収
支
は
２
２
６
８
万
３
千
円
の

黒
字
と
な
り
、
経
常
収
支
比
率
は

95
・
５
％
と
前
年
と
比
較
し
て
３
・

２
ポ
イ
ン
ト
下
降
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
数
年
間
は

公
債
費
が
９
億
円
を
超
え
る
状
態
が

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
公
債
費
へ

の
一
般
財
源
の
充
当
を
要
因
と
し

て
、
経
常
収
支
比
率
は
高
い
水
準
で

推
移
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
末
に
お
け
る

財
政
調
整
基
金
の
残
額
は
15
億
19
万

６
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
と

比
較
し
て
約
２
億
３
７
６
８
万
円
減

少
し
て
お
り
、
財
政
調
整
基
金
を
取

り
崩
さ
な
け
れ
ば
予
算
編
成
が
で
き

な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
一
般
財

源
歳
出
の
抑
制
が
急
務
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
原
油
・
原
材
料
価
格
の

高
騰
や
円
高
の
進
行
に
伴
う
物
価
高

騰
の
影
響
に
よ
り
、
各
種
の
費
用
も

上
昇
傾
向
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
に
加
え
、
令
和
５
年
度
以
降

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
や
県
営
湛た

ん
す
い水

防
除
事
業
、
下
水
道

宮
原
処
理
区
流
域
編
入
事
業
や
公
営

住
宅
整
備
事
業
な
ど
の
大
き
な
財
政

需
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計

予
算
の
編
成
方
針
と
し
て
、
重
要
な

事
業
に
は
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る

一
方
で
、
事
業
規
模
の
精
査
を
行
う

こ
と
で
歳
出
抑
制
を
図
り
、
そ
の
他

の
事
業
で
は
、
行
政
評
価
等
の
活
用

に
よ
る
事
務
事
業
の
見
直
し
を
積
極

的
に
行
い
、
財
政
の
健
全
化
お
よ
び

持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
向
け
て
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
町
財
政
の
厳
し

い
現
状
に
つ
い
て
共
通
の
認
識
に

立
っ
た
上
で
、
思
い
切
っ
た
合
理

化
、
効
率
化
を
行
う
な
ど
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
徹
底
し
た
コ
ス
ト
意
識
の

も
と
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成

に
心
が
け
、
対
前
年
比
13
・
57
％
増

の
総
額
77
億
７
０
１
４
万
４
千
円
と

し
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、町
税
、国
県
支
出
金
、

寄
附
金
お
よ
び
町
債
の
増
加
を
見
込

み
、
財
源
確
保
の
た
め
に
財
政
調
整

基
金
か
ら
繰
り
入
れ
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
で
は
、
民
生
費
と
公
債
費
以

外
の
項
目
は
、
す
べ
て
増
額
予
算
と

し
ま
し
た
。

▲議会で施政方針を表明する藤本町長

令和５年度　施政方針

令和５年度　施政方針

住民生活の安
あ ん ね い

寧を

めざした行政運営

この施政方針は、3月8日開催の町議会定
例会における施政方針説明をもとに紹介
しているものです。




